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高い効果が認められた (表 2)。 頂芽花側花の摘

1 はじめに                  花をねらった第 1回 目の処理では、A園では結実

率の低下が著しかつたが、B園では結実率にバラ

新しいリンゴわい性台木である」M台木が開発  ツキがみられた。また、腋芽花の中心花 。側花を

され、その利用が広まっている。わい化栽培にお  ねらった第 2回 目の処理では、A園、B園 とも結

ける栽培管理作業の省力化を図るため、栽培管理  実率のパラツキがみられた。また、A、 B両園に

の主要作業の特徴を明らかにする必要がある。こ  おいて 2種の摘花剤の組み合わせによる同一の傾

こでは、わい化栽培における新摘花剤 「ギ酸カル  向が見られないことから、このような結実率の違

シウム」等の利用と省力化について検討した。  いは、開花生態における摘花剤の散布時期による

影響が大きいものと考えられた。

2 試験方法

(1)盛岡市乙部地区のA氏園、川目地区のB氏

園 に栽植してあるふじを用いた (表 1)。 なお、

一部の試験では、果樹研究所リンゴ研究部 (c園 )

の試験圃場のふじも供試した。処理は、中心花満

開 2日後、4日 後の 2回処理とし、 1)石灰硫黄

合剤 2回処理区、2)ギ酸カルシウム 2回処理区、

3)石灰硫黄合剤+ギ酸カルシウム処理区、4)

対照区の4試験区で、2003年 に行った。

(2)摘果効果の調査については、処理前に樹当

たり30果そう (1区 :30果そうx3樹)に ラベ

ルを付けておき、中心果と側果について処理前、

処理 2週間後に着果数を調査した。

(3)新摘花剤「ギ酸カルシウム」等の利用時に

おける摘果作業については、これらの試験樹を用

いて、樹毎の摘果作業時間、摘果数、着果数、樹

の大きさなどを調査した。

3 試験結果及び考察

表 1 試験区の構成と特徴 (2003)

(2)摘花剤の利用による摘果作業について、摘

果時間 (秒 /個/人 )は、A園では対照区で 18秒、

処理区で 191～ 201秒、 13園では対照区で 144

秒、処理区で 147～ 156秒といずれの園地でも

処理区の方が 1個当たりに換算した摘果時間が長

かった。10a当 たりに換算した摘果数は、A園で

は約 8QtX10～ 140,lX10個 、B園では約 80,lX10～

lllll,lll10個であつた。

loa当たりの摘果作業時間について試算したと

ころ、摘花剤の効果が比較的高かったA園では、

対照区で 713時間に対して、処理区で 450～ 566

時間であり、対照区の摘果時間を 100%とすると、

石灰硫黄合剤+ギ酸カルシウム処理区で 631%、

石灰硫黄合剤 2回処理区で 724%、 ギ酸カルシ

ウム 2回処理区で 792%であつた。

一方、摘花剤の効果が比較的低かつたB園では、

対照区で 412時間に対して、処理区で 412～ 386

時間であり、対照区の摘果時間を loo%と すると、

石灰硫黄合剤+ギ酸カルシウム処理区で 931%、

石灰硫黄合剤 2回処理区で 911%、 ギ酸カルシ

ウム 2回処理区で 794%であつた。

(1)新摘花剤「ギ酸カルシウム」等の摘花効果   なお、園地間 (対照区)の比較では、A園の 10a

は園地により異なっていたが、A氏園では比較的  当たり713時間に対して、B園では413時間 (A

台木      栽培上の特徴
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表 2 ふじに対する摘花効果 (21X13)

頂芽花の結実率(%) 腋芽花の結実率(%)
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*CaFor:ギ酸カルシウム、CaSX:石 灰硫黄合剤

表 3 摘花剤試験における摘果作業時間 (2tX13)

摘果時間 摘果数 摘果時間

(秒/個/人 ) (%) (個 /樹) (個 /10a) (時間/10a/人 ) (%)

A□  Cont
CaSX x 2

CaSX・ CaFor
CaFor x 2

Btt  Cont
CaSX x 2

2140     142667
1416      94393
1205      80340
1602     106793
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図 1 摘果時間と樹当たりの摘果数 (左より、A、 B、 C園 )

お

２

■

１

“

。

（Ｋ
ヽ
マ
゛
）
口
奮
嗽
颯

“

３

”

２

一

１

“

０

Ｋ^
ヽ
回
ヽ
゛
）
Ｅ
苦
瞑
■

綸果藪 /11 摘果数′僣 綺果敗/樹

園をlooと した場合の 578%)であつた (表 3)。

(3)摘果作業について、 1果当たりの摘果時憎1

は、樹当たりの摘果数と負の相関が認められた (図

1)。 また、樹当たりの摘果数は、頂芽花率 :頂

芽花数/(頂芽花数十腋芽花数)X100と 負の相関

が認められた (卜 _o7979、 データ略 )。 このよう

に、loa当たりの摘果時間は、 1果当たりの摘果

時間、 1樹当たりの摘果数及び 10a当 たりの裁植

本数の積で示され、その 1樹当たりの摘果数は頂

芽花率が関与していることが明らかとなった。

(4)樹当たりの摘果時間は、摘花効果の調査時

における 30花・ 3反復の頂芽花および腋芽花の

全花の結実率と高い相関が認められ (卜 o8024)、 30

花・ 3反復程度の簡易の調査データに基づいて樹

当たりの摘果作業時間の肖J減割合を推定できると

考られた (データ略)。

4 まとめ

摘花剤の石灰イオウ合剤、ギ酸カルシウムの片

方または組み合わせた 2回処理により、散布時期

など適切に散布された場合には、対照区と比較し

て最大で35%程度の省力効果がみられることが

明らかになった。また、単位面積当たりの摘果時

間は、 1果当たりの摘果時間、樹当たりの摘果数

および栽植本数の積で示され、また、樹当たりの

摘果数は、頂芽花率と密接な関係があることが明

らかになった。
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